
様式（第 11 条関係） 

小山町議会議長 様 

代表者 渡辺 悦郎 

議会報告会実施報告書 

 

開 催 日 時 令和元年 11 月 7 日（木）19：00～21：00 

開 催 場 所 小山町健康福祉会館 多目的ホール 

 

司 会 者 副議長 渡辺 悦郎 

記 録 者 
（総務建設委員会）髙畑 博行・池谷 弘 

（文教厚生委員会）室伏 勉 

報 告 者 
総務建設委員長 池谷 弘 

文教厚生委員長 佐藤 省三 

参 加 者 数 24 名（男性：22 名、女性：２名） 

議会報告会の概要 

 

報告 

（1）平成 30 年度決算について 

（2）内陸フロンティア進捗状況について 

 

意見交換会（ワークショップ） 

 総務建設委員会  地域公共交通の在り方について 

 文教厚生委員会  子育て支援について 

 （子ども園に期待すること） 

 

意見交換会での

主な意見 

総務建設員会   別紙の通り 

文教厚生委員会  別紙の通り 

 



＜議会報告会 池谷議長 挨拶＞ 

        

＜議会報告会 状況＞ 

        

＜総務建設委員会 意見交換会＞ 

        

 



＜文教厚生委員会 意見交換会＞ 

        

＜総務建設委員会 報告状況＞ 

        

＜文教厚生委員会 報告状況＞ 

       



令和元年度小山町議会報告会で町民から出た意見 

                   小山町議会総務建設委員会 

 

   令和元年１１月７日（木）に健康福祉会館を会場にして、本年度の議会報告 

  会を開催しました。前段の議会報告に続き、後段は参加者との意見交換（ワー 

  クショップ）を行ない、総務建設委員会では「地域公共交通の在り方について」 

  をテーマに話し合いをしました。 

 

 

  ◆意見交換（ワークショップ）で出た意見◆ 

 

 自主運行バスに関して 

・ 自主運行バスは主な利用者は学生で、一般客は少ない。 

・ 自主運行バスはもっと小型のバスにすべきではないのか。 

・ 利用者の少ない昼間は、自主運行バスの便数を減らした方がいい。 

・ ほとんどが総合文化会館を起点としているが、須走→役場などの直行便は無理か。 

 

 実証実験バスに関して 

・ オンデマンド化することには賛成。 

・ 利用方法の案内（パンフなど）は解りやすいものに。 

 

 その他全般に渡って 

・ 利用者の年齢層、多い便・少ない便等の実態の開示をすべき。 

・ 免許返納者が安価で利用しやすいシステムにしてほしい。 

・ シニアクラブとしては免許返納に伴って、老人の買い物等に使用できる交通機関が 

ほしい。 

・ 参加者はコミュティーバスを利用していない人達なので、コミュティーバスを利用

している人たちに参加してもらい意見を聞く必要がある。 

・ 国に特区として認めてもらい、「白タク」を認めてもらうことはできないのか。 

・ 需要調査をしっかり行って対応していくべきである。 

・ 利用アンケートの取り方に工夫を。 

・ 地域ごとで利用方法が違う可能性があるので、地区ごとの話し合いをもってもらい

たい。 

・ 介護タクシーは障害者が利用でき補助で約 1/2の金額で利用できる。現状は、ケア

マネージャーの認可が必要で利用し難い。法律を緩和してもらって利用できない

か。 

・ 今説明会をやって意見収集をしても、来年度予算に反映できないのではないのか。 

・ 小山病院は患者さんのための無料バスを運行している。タイアップできるための工

夫を。 



令和元年度小山町議会報告会で町民から出た意見 

                   小山町議会文教厚生委員会 

 

   令和元年１１月７日（木）に健康福祉会館を会場にして、本年度の議会報告 

  会を開催しました。前段の議会報告に続き、後段は参加者との意見交換（ワー 

  クショップ）を行ない、文教厚生委員会では「こども園に期待すること」を 

テーマに話し合いをしました。 

 

 

  ◆意見交換（ワークショップ）で出た意見◆ 

 

 こども達に対して 

・ 多様な友達との交流が期待できる。 

・ 教育の充実が図れる。 

・ 遊びの中からの教育・保育が大切。 

 

 職員・先生に関して 

・ 職員・先生方の負担が過多にならないか不安。 

・ 幼稚園・保育園が合体され規模が大きくなると、職員の負担が増し保育・教育がお

ろそかにならないか不安。 

・ 一緒にならなくても良いのではないでしょうか。 

・ 職員・先生の待遇の改善が必要では。 

 

 運営と設備に対して 

・ 分離型ではなく一体型のこども園にすべき。 

・ 自然災害に対して安心できる設備を希望します。 

・ こどもの安全と防犯体制の整備されている設備と仕組みが必要。 

・ 保護者の働くニーズに柔軟に対応できる体制づくり。 

・ こどもの体調不良にも対応できる設備・施設を充実させて欲しい。 

・ 病児、病後児保育の充実。 

・ 地域交流のできる体制づくり。 

・ シニアクラブなどとの積極的な交流。 

・ 異年齢交流の充実。 

 

その他 

・ 防犯カメラ、街灯など防犯設備の積極的な設置。 

・ かけこみ100当番の家の、テレビなどによる積極的な周知による見える化。 


